
令和４年度
中学校（理科）

授業づくり研修会

Ⅰ 全国学力・学習状況調査結果から
授業づくりを考える



①調査問題について

①調査問題について



①調査問題について

①調査問題について



６

①調査問題について

全国学力・学習状況調査中学校理科
徳島県（公立）平均正答率(%)

全体 知識 活用 選択式 短答式 記述式

H24 51.0
(0.0)

57.9
(+1.8)

46.6
(-1.2)

60.5
(+0.2)

49.3
(+0.3)

31.1
(-1.0)

H27 52.4
(-0.6)

64.8
(+1.0)

47.6
(-1.2)

52.8
(-0.3)

61.9
(+0.3)

43.5
(-2.3)

H30 67
(+0.9)

71.0
(+3.9)

65.0
(+0.1)

72.3
(+1.4)

73.5
(+3.3)

49.2
(-0.9)

R4 50
(+0.7)

知識・技能

47.7
(+1.6)

思・判・表

50.9
(-0.1)

50.5
(+0.9)

26.8
(+2.0)

52.5
(-1.0)

（ ）内の数字は、全国（公立）平均との差



評価の観点と問題作成の枠組みごとの徳島県
（公立）及び全国（公立）平均正答率（％）

枠組み 分析・解釈

番号 2(2) 3(2) 3(3) 4(1) 4(2) 6(3) 8(1) 8(3)

徳島県 42.2 63.1 26.8 73.6 66 32.4 54.7 40.6

全国 40.8 60.2 24.8 74.5 65.6 34.2 55.2 39.2

差 1.4 2.9 2.0 -0.9 0.4 -1.8 -0.5 1.4 

思考・判断・表現

枠組み 構想 検討・改善

番号 1(2) 8(2) 2(3) 5(3) 6(2) 7(2)

徳島県 81.1 51.9 29.2 41.8 59.5 49.8

全国 78.5 55.1 28.5 43.3 60.3 53.4

差 2.6 -3.2 0.7 -1.5 -0.8 -3.6 

②生徒質問紙 徳島県の経年変化及び全国の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24徳島県

H27徳島県

H30徳島県

R4徳島県

R4全国

理科の勉強は好きですか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない



②生徒質問紙 徳島県の経年変化及び全国の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24徳島県

H27徳島県

H30徳島県

R4徳島県

R4全国

理科の勉強は大切だと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

②生徒質問紙 徳島県の経年変化及び全国の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24徳島県

H27徳島県

H30徳島県

R4徳島県

R4全国

理科の授業の内容はよく分かりますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない



②生徒質問紙 徳島県の経年変化及び全国の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24徳島県

H27徳島県

H30徳島県

R4徳島県

R4全国

理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか

考えますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

②生徒質問紙 徳島県の経年変化及び全国の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24徳島県

H27徳島県

H30徳島県

R4徳島県

R4全国

理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと

思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない



②生徒質問紙 徳島県の経年変化及び全国の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24徳島県

H27徳島県

H30徳島県

R4徳島県

R4全国

将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

②生徒質問紙 徳島県の経年変化及び全国の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24徳島県

H27徳島県

H30徳島県

R4徳島県

R4全国

理科の授業で，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てて

いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない



②生徒質問紙 徳島県の経年変化及び全国の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24徳島県

H27徳島県

H30徳島県

R4徳島県

R4全国

理科の授業で，観察や実験の結果をもとに考察していますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

②生徒質問紙 徳島県の経年変化及び全国の結果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24徳島県

H27徳島県

H30徳島県

R4徳島県

R4全国

理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方がまちがっていな

いかをふり返って考えていますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない



このような授業になっていませんか？

今日の学習課題は，○○です。○○について調べていきましょう。

それでは，実験の方法を説明します。（説明）
気をつけて行いましょう。

実験後
実験結果を発表してもらいます。まず，１班から。

１班の結果は，○○です。

それでは，考察をしましょう。

実験結果から，○○と考えられます。

今日の実験では，○○についてわかりましたね。
次回は，○○について調べたいと思います。





各柱とする領域 主としての見方（捉える視点）

エネルギー（物理） 量的・関係的な視点

粒子 （化学） 質的・実体的な視点

生命 （生物） 共通性・多様性の視点

地球 （地学） 時間的・空間的な視点

その他の視点「部分と全体」「定性と定量」

理科における「見方」とは様々な現象等を捉える視点

理科の見方・考え方

指導要領Ｐ１１



指導要領Ｐ１３

各学年で主に育てたい力

第3学年
（比較しながら調べる活動を通して）
差異点や共通点を基に，問題を見いだす力

第4学年
（関係付けて調べる活動を通して）

既習の内容や生活経験を基に，根拠のある予
想や仮説を発想する力

第5学年
（条件を制御しながら調べる活動を通して）
予想や仮説を基に，解決の方法を発想する力

第6学年
（多面的に調べる活動を通して）
より妥当な考えをつくりだす力

小学校理科で育成を目指す資質・能力

「思考力･判断力・表現力等」

指導要領Ｐ２０



③令和４年度小学校理科の調査問題の一部

新たな問題の見いだし

③令和４年度小学校理科の調査問題の一部
問題の見いだし



③令和４年度小学校理科の調査問題の一部

• 他の水溶液をこおらせた物は，水に沈むのだろうか。

• ミョウバンを溶かした水溶液をこおらせた物は，水に
沈むのだろうか。

• なぜ，砂糖水をこおらせたものは水に沈むのか。

• 食塩水を飲み物に入れても沈むのだろうか。

正答例

不正解の例

③令和４年度小学校理科の調査問題の一部

自然の事物・現象に働きかけて得た事実につ
いて，自分や他者の気付きを基に分析して，解
釈し，問題を見いだすことができるようにする。

話合いの中で，自分や他者の気付きを捉え，
主に差異点や共通点を基に，問題を見いだす
場面を設定することが大切。

ポイント

学習指導に当たって



④中学校特徴的な問題 「知識・技能」の設問① ３（１）

解説資料ｐ２７－２８

徳島県
平均正答率 ８３．５％

全国
平均正答率 ８０．１％

知識・技能【事実的な知識】
選択式

分子のモデルで表した図を
基に化学反応式で表す

正答： ウ

④中学校特徴的な問題 「知識・技能」の設問② ５（１）

解説資料ｐ３９－４０

徳島県
平均正答率 ２２．５％

全国
平均正答率 １５．３％

知識・技能【事実的な知識】
選択式

「力の働き」は初
めての出題

つり合う力を説明
し，力の矢印で表
すことができるか
どうか

正答： アとキ



授業アイディア例

物体に働く重力とつり合う力を矢印で表して説明できるようにする

学習場面の例 ＜物体に働く力を矢印で表す＞

理科室で撮影 物体に働く力を矢印で表す

教室内の風景をタブレット型端末で撮影し，画像の中から，物体に働く力
や，つり合う力を見いだし，それらの力を矢印で表すなどの学習活動

④中学校特徴的な問題 「知識・技能」の設問③ １（１）

解説資料ｐ１５－１６

徳島県
平均正答率 ３９．１％

全国
平均正答率 ４４．２％

知識・技能【知識の概念的な理解】
選択式

物体が静電気を帯
びるものを選ぶ

正答： イ



④中学校特徴的な問題 「知識・技能」の設問④ ７（１）

解説資料ｐ５３－５４
報告書p71-73

徳島県
平均正答率 ３４．０％

全国
平均正答率 ３５．９％

正答： ウ

知識・技能
【知識の概念的な理解】
選択式

学習した仕組みを，身近な現象に
関連付けることが大切

蒸発に伴う熱と同じ仕組みのものを選ぶ

④中学校特徴的な問題 「知識・技能」の設問⑤ ５（２）

解説資料ｐ４０－４１, 報告書p55-56

徳島県
平均正答率 ４５．３％

全国
平均正答率 ４５．０％

知識・技能【技能】
選択式

課題：ばねが縮む長さは，加える力に比例するか

正答： Ａ

課題に立ち返りながら考察を行うために，
どのようなグラフを作成すればよいかを検
討する学習場面を設定する。



④中学校特徴的な問題「思考・判断・表現」の設問① ６（３）

解説資料ｐ５０－５１
報告書ｐ６７－６９

徳島県
平均正答率 ３２．４％

全国
平均正答率 ３４．２％

正答： ア

思考・判断・表現
【分析・解釈】
選択式

ルートマップと露頭のスケッ
チを関連付け，地層の傾きを
分析して解釈する問題

授業アイディア例
報告書ｐ６７－６９

学習指導に当たって

○ 地層の傾きを主として時間的・空間的な視点で捉え，分析して解釈でき
るようにする

・地層モデルや露頭の３６０度パノラマ画像を活用して地層を立体的に捉え，
生徒が試行錯誤しながら広がり方や傾きを考える学習場面を設定

単元名：地層の重なりと過去の様子



授業アイディア例

報告書ｐ６７－６９

授業アイディア例

報告書ｐ６７－６９



④中学校特徴的な問題「思考・判断・表現」の設問② ８（２）

解説資料ｐ６１－６２
報告書p82-83

徳島県
平均正答率 ５１．９％

全国
平均正答率 ５５．１％

思考・判断・表現
【構想】
記述式

予想と結果が異なるとき探究の
過程を見通して，観察，実験の
操作や方法，条件制御などの探
究の方法について検討する問題

正答例
・においを消す
・十分に板の間隔をとる
・十分に地面を手でこする

授業アイディア例

実験の計画を立案する際，予想や仮設と異なる結果が出ること
を想定する

単元名：動物の体のつくりとはたらき



授業アイディア例

実験の計画を立案する際，予想や仮設と異なる結果が出ること
を想定する

授業アイディア例

実験の計画を立案する際，予想や仮設と異なる結果が出ること
を想定する どのような原因が考えられる？



④中学校特徴的な問題「思考・判断・表現」の設問③ ５（３）

解説資料ｐ４２－４３
報告書p57-59

徳島県
平均正答率 ４１．８％

全国
平均正答率 ４３．３％

徳島県
無回答率 ３１．７％

思考・判断・表現【検討・改善】
記述式

測定点が不足しているため，
妥当性の高い考察ができな
いのでグラフの外形が判断
できない場面

④中学校特徴的な問題「思考・判断・表現」の設問③ ５（３）

○加える力の大きさを０Ｎから０.２Ｎずつ２.０Ｎまで変化させる。
○加える力の大きさを２.０Ｎから０.５Ｎずつ４.０Ｎまで変化させる。
○加える力の大きさを３.０Ｎにして測定する。

次の(a)と(b)の両方，または(c)を満たし，測定値を増やしているもの
(a) 刻み幅を数値で示している。
(b) 測定する範囲を数値で示している。
(c) ２.０Ｎより大きい力で，１点または２点の測定値を示している。

○測定する間隔をもっと細かくして実験を行う。
○何度も同じ実験を行い，測定値を増やす。
○加える力の大きさを０から０.２ずつ２.０まで変化させる。

正答の例

不正解の例

正答の条件



④中学校特徴的な問題「思考・判断・表現」の設問④ ７（２）

解説資料ｐ５４－５５
報告書p72-73

徳島県
平均正答率 ４９．８％
全国
平均正答率 ５３．４％

正答： イ

思考・判断・表現
【検討・改善】
選択式

探究の過程や方法を振り返
り，実験の計画を，対話によ
り見直す場面

過去の調査結果より，対照実
験を計画することに課題が
あったため出題

学習指導に当たって

具体例を示し考察する学習活動を繰り返す

○設定した課題と考察が正対しているか？
○考察の根拠は明確か？
これらの検討を促す学習場面を設定すること

両者を区別する

○実験の結果を分析して解釈し，課題に正対した
考察を行うことができるようにする



課題に正対した考察 単元名 第５学年 「流水の働き」

課題
曲がった川に大雨が降り，一度に流れる水の量が増えると，土地の様子
はどのように変わるだろうか。

方法

結果

課題
曲がった川に大雨が降り，一度に流れる水の量が増えると，土地の様子
はどのように変わるだろうか。

「棒がたおれた」という実
験結果しか言えていない。

「実験結果から考えられ
ること」について書く。

課題に正対した考察

結果



課題
曲がった川に大雨が降り，一度に流れる水の量が増えると，土地の様子
はどのように変わるだろうか。

考察では，実験の結果を基に「事実」と「解釈」
の両方を示しながら，説明できるようにしましょう。

＜事実＞
一度に流す水の量を増やすと，（条件）

川の曲がっている所の内側でも外側でも棒
がたおれた（結果）

ポイント

＜解釈＞

内側も外側も侵食の働きが大きくなった（結
果から考えられること）

課題に正対した考察

授業改善の視点

結果の整理
結果は観察，実験から得られた事
実であり，考察しやすくするために
表やグラフに整理する。

考 察
観察，実験から得られた事実を分
析し，解釈して表現する。予想や仮
説の妥当性を検討する。

結論の導出
観察，実験の結果を踏まえた考察
を通して導かれた，問題に正対し
たまとめを行う。

●自分の力で結論を導き出す経験を繰り返すことが
論理的な思考力や表現力につながる。



全国学力・学習状況調査結果

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

Ⅱ 問題を見いだして課題を
設定する授業づくり





問題を見いだして課題を設定する

第１学年 （１）身近な物理現象

単元 光と音

小項目 光の反射・屈折（５時間）本時２/５

指導事例

○テレプロンプターのモデルをつくって観察し，探究
への意欲を高めて問題を見いだす。

○見いだした問題を基に，解決可能な課題を設定
する。

問題を見いだして課題を設定する

テレプロンプターをつくり，光の進み方に着目して観察を行い，光の反射と屈
折に関する問題を見いだして，複数の解決可能な課題を設定することができる。

本時の目標

展開例
探究の過程 学習活動

課題の把握
（発見）

1 テレプロンプターに興味をもち，本時の目標を知る
2 光の進み方に着目して観察し，疑問をもち問題を見いだす

課題の探究
（追究）

3 見いだした問題を班で整理してまとめる
4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する
・班でまとめた問題を学級全体で共有する
・一部の生徒しか気付かなかった事象を再観察する
・問題から課題を設定する
・設定した課題を発表する

課題の解決 5 単元の学習に見通しをもつ

評価
光の進み方に着目して，見いだした問題から複数の解決可能な課題を設定

している。 【思考・判断・表現】（行動観察，ノートの記述）



問題を見いだして課題を設定する

問題を見いだして課題を設定する

課題の把握

1 テレプロンプターに興味をもち，本時の目標を知る

「中学校理科映像資料 第１学年『光の反射・屈折』」から
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/rika/r01.html



問題を見いだして課題を設定する

課題の把握

1 テレプロンプターに興味をもち，本時の目標を知る

問題を見いだして課題を設定する

課題の把握

2 光の進み方に着目して観察し，疑問をもち問題を見いだす



問題を見いだして課題を設定する

課題の把握

2 光の進み方に着目して観察し，疑問をもち問題を見いだす

学習の流れ

１ テレプロンプターをつくり，光の進み方に着目し
て観察する

２ 個人で見いだした疑問や問題を付箋に書く
３ 付箋をホワイトボード上に貼り，班でグループに

整理する
４ グループにした問題をまとめてカードに書く
５ カードを黒板に貼り，学級全体で検討して，課題

をつくる

問題を見いだして課題を設定する



問題を見いだして課題を設定する

課題の把握

2 光の進み方に着目して観察し，疑問をもち問題を見いだす

問題を見いだして課題を設定する

課題の把握

2 光の進み方に着目して観察し，疑問をもち問題を見いだす



問題を見いだして課題を設定する

課題の把握

2 光の進み方に着目して観察し，疑問をもち問題を見いだす

問題を見いだして課題を設定する

課題の把握

2 光の進み方に着目して観察し，疑問をもち問題を見いだす



問題を見いだして課題を設定する

問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

3 見いだした問題を班で整理してまとめる



問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

3 見いだした問題を班で整理してまとめる

問題を見いだして課題を設定する



問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する

問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する



問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する

問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する

二重に見える像



問題を見いだして課題を設定する

問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する



問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する

問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する



問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する

問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する



問題を見いだして課題を設定する

課題の探究

4 班でまとめた問題を学級全体で共有し，課題を設定する

問題を見いだして課題を設定する

課題の解決

5 単元の学習に見通しをもつ



「問題を見いだす活動」の学習指導に当たって

「なぜ（どうして）」が出てきたら

「なぜ（どうして）」を含んだ表現を学級全体の問題と
して設定すると，解決が困難になることがある。

例：磁石はどうして鉄を引きつけるのか？

生徒が調べたいことに着目し，観察，実験を行うな
どを通して，科学的に解決できる問題を設定できる
ようにすることが大切。

例：電磁石の磁界の強さは，電流の大きさに
関係しているのか？

☆核心部分から順に考える

育成したい資質・能力を決め，そこから資質・能力
につながる「見方・考え方」を意識して作成

① 考察や結論にどのような見方が反映されているか

② 見方が反映されているような課題を設定しているか

③ 見方が働くように自然事象との出合いを考える

④ 育成したい科学的に探究する力から，主に働かせたい

考え方を設定する

⑤ 考え方が働くように手立てを考える

授業づくりのポイント



おわりに

○「おや，どうしてだろう？」という生徒の心
の動きを大切に

○自然の事物・現象と関わる際に，これまでの
経験と知識とを結びつけたり，ズレを感じた
りしながら，気付きや疑問が生まれるような
学習活動の工夫

○生徒たちが複数の自然の事物・現象を比較し
て，その差異点や共通点を捉えられるように
教師自身が楽しみながらの授業づくり


